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　大規模な地震や風水害により、市が
開設する「指定避難所」に避難する場
合、「避難所利用登録票」を記入していた
だきます。
　これは、誰が避難しているかを把握
し、安否確認や物資の配布などに使用す
るものです。
　避難所にも記入用紙は用意してあり
ますが、停電や被災した状況では、正し
く避難者カードを記載できない可能性
もあります。
　避難所利用登録票はすべての避難所
で共通になっていますので、平常時に記
入できるところを記入し、非常用の持ち
出し袋等に備えておくと、いざというと
き、スムーズに避難できます。登録票は
市ホームページからダウンロードして、ご
記入ください。
　 安全対策課消防防災班
　 ☎０４７５（７０）０３０３　

避難所利用登録票
の事前作成

難
情
報
の
種
類
お
よ
び
入
手
方

法
、
避
難
場
所
の
情
報
な
ど
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
、
防
災
情
報
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
へ
配
信
す
る
防

災
情
報
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る

た
め
に
、ｗ
ｅ
ｂ
版
ハ
ザ
ー
ド

　
Ｗ
ｅ
ｂ
版
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

が
、
お
手
元
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
パ
ソ
コ
ン
で
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ト
ッ
プ
画
面
か
ら
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
洪

水
・
津
波
の
浸
水
想
定
区
域
や
土

砂
災
害
（
特
別
）
警
戒
区
域
、
避

Ｗ
ｅ
ｂ
版
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
完
成

災
害
に
備
え
て

家
庭
で
備
蓄
品
を
準
備
し
ま
し
ょ
う

り
３
リ
ッ
ト
ル
が
目
安
。
ポ
リ
容

器
や
下
着
や
着
替
え
も
用
意
。

▼
停
電
時
に
役
立
つ
も
の
＝
懐
中

電
灯
、
ラ
ン
タ
ン
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、

卓
上
こ
ん
ろ
、
乾
電
池
、
発
電
機

（
屋
外
で
換
気
し
使
用
）

▼
断
水
時
に
役
立
つ
も
の
＝
飲
料

水
、
給
水
用
ポ
リ
容
器
、
非
常
用

ト
イ
レ

　
ポ
リ
容
器
に
は
普
段
か
ら
水
を

貯
め
て
お
く
と
、
生
活
用
水
と
し

て
も
使
用
で
き
ま
す
。

〈
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
で
食

品
の
備
蓄
を
〉

　
普
段
食
べ
て
い
る
イ
ン
ス
タ
ン

ト
食
品
等
を
多
め
に
買
い
、
消
費

期
限
の
短
い
も
の
か
ら
定
期
的
に

消
費
し
、
食
べ
た
分
だ
け
補
充
し

て
い
く
方
法
で
す
。
消
費
期
限
切
れ

を
防
ぎ
、
食
べ
慣
れ
た
食
品
を
災
害

時
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
安
全
対
策
課
消
防
防
災
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
０
３

　
大
規
模
災
害
で
は
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
や
物
流
の
停
止
、
長
期
間
の

避
難
所
生
活
等
に
よ
り
物
資
が
不

足
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
市
の

備
蓄
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
各
家
庭
で
は
災
害
発
生
後
1

週
間
程
度
の
食
料
や
水
の
備
蓄
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
常
時
携
行
品
〉

　
財
布
・
携
帯
電
話
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
・
免
許
証
な
ど
貴
重
品
・
携

帯
ラ
ジ
オ
・
携
帯
電
話
の
充
電
器

〈
非
常
持
出
品
〉

　
２
泊
３
日
程
度
の
避
難
生
活
に

必
要
な
非
常
食
や
飲
料
水
、
持
病

薬
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
な
ど
を

優
先
す
る
。
普
段
か
ら
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
に
入
れ
て
お
く
。

〈
備
蓄
品
〉

　
最
低
３
日
分
、
可
能
で
あ
れ
ば

１
週
間
以
上
分
の
食
料
や
水
。
食

料
は
レ
ト
ル
ト
食
品
や
缶
詰
、

カ
ッ
プ
麺
。
水
は
大
人
１
日
当
た

問

問

問

問

地
震
が
起
き
て
も

　
　
　
落
ち
着
い
て
行
動
を

で
固
定
。
つ
な
ぎ
目
は
金
具
で
固
定
。

・
冷
蔵
庫
＝
背
面
に
転
倒
防
止
ベ

ル
ト
を
取
り
付
け
壁
に
固
定
、
ま

た
は
扉
と
扉
の
間
に
針
金
を
巻
い

て
金
具
で
壁
に
固
定
す
る

・
食
器
棚
＝
Ｌ
字
金
具
や
支
え
棒

で
固
定
し
、
重
い
食
器
は
下
に
、

軽
い
食
器
は
上
に
収
納
。
戸
に
止

め
金
を
付
け
、
ガ
ラ
ス
に
飛
散
防

止
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る

・
テ
レ
ビ
＝
粘
着
マ
ッ
ト
や
ベ
ル

ト
で
テ
レ
ビ
台
や
壁
に
固
定
す
る

◇
家
の
周
囲
の
安
全
対
策

・
屋
根
＝
瓦
や
ア
ン
テ
ナ
を
補
強

・
窓
ガ
ラ
ス
＝
飛
散
防
止
フ
ィ
ル

ム
を
貼
る

◇
も
し
地
震
が
起
き
た
ら

・
身
の
安
全
を
確
保
す
る

・
素
早
く
火
の
始
末
を
す
る

・
非
常
脱
出
口
を
確
保
す
る

・
火
は
で
き
る
限
り
消
火
す
る

・
外
へ
逃
げ
る
と
き
は
慌
て
な
い

◇
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト（
３
つ
の
安

全
行
動
）の
実
践
を
（
下
図
参
照
）

◇
家
の
中
の
安
全
対
策

・
寝
室
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
の
い

る
部
屋
に
大
き
な
家
具
は
置
か
な
い

・
大
き
な
家
具
は
L
字
金
具
や
支

え
棒
で
転
倒
防
止

・
出
入
口
や
通
路
に
物
を
置
か
な
い

〈
家
具
の
転
倒
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
〉

・
タ
ン
ス
＝
Ｌ
字
金
具
や
支
え
棒

問

マ
ッ
プ
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
安
全
対
策
課
消
防
防
災
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
０
３

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

◇
運
動
重
点

１
．
子
ど
も
が
安
全
に
通
行
で
き

る
道
路
交
通
環
境
の
確
保
と
安
全

な
横
断
方
法
の
実
践

２
．
歩
行
者
優
先
意
識
の
徹
底
と

「
思
い
や
り
・
ゆ
ず
り
合
い
」
運

転
の
励
行

３
．
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機

付
自
転
車
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
と
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

４
．「
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
、

さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」
社
会
環

境
の
醸
成

◇
千
葉
県
で
は「
ゼ
ブ
ラ・ス
ト
ッ

プ
活
動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す

　
横
断
歩
道
は
歩
行
者
が
最
優
先

で
す
。

　
4
月
6
日
㈯
か
ら
15
日
㈪
ま

で
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
4
月
10
日
㈬
は
、
交
通

事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
で
す
。

　
入
学
・
入
園
を
迎
え
る
こ
の
時

期
は
、
子
ど
も
の
関
係
す
る
交
通
事

故
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
に
交
通

社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
と
基

本
的
な
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

身
に
付
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
運

転
者
に
は
歩
行
者
に
対
す
る
保
護

意
識
を
よ
り
一
層
醸
成
さ
せ
る
な

ど
し
て
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
交

通
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、
正
し
い
交

通
マ
ナ
ー
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ

り
、
交
通
事
故
の
防
止
を
図
る
こ

「
挙
げ
る
手
を 

や
さ
し
く
見
守
る 

横
断
歩
道
」

令
和
６
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

ゼ
＝
前
方
を
よ
く
見
て
運
転
、
横

断
歩
道
に
十
分
注
意

ブ
＝
横
断
歩
道
の
手
前
で
は
、「
ブ

レ
ー
キ
」
操
作
で
安
全
確
認

ラ
＝
横
断
歩
道
で
も
、「
３（
サ
ン
）

・
ラ
イ
ト
」
で
交
通
事
故
防
止

ス
ト
ッ
プ
＝
横
断
す
る
歩
行
者
が

い
た
ら
、
必
ず
「
ス
ト
ッ
プ
」
で

交
通
事
故
「
ス
ト
ッ
プ
」

　
東
金
警
察
署

　
☎
０
４
７
５（
５
４
）０
１
１
０

　
安
全
対
策
課
生
活
安
全
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
８
７

問

東金警察署管内安全・安心キャラクター「とうがめくん」

安全安心コーナー ●4月の移動交番車開設日予定
開設場所 開設予定日 開設時間

11日㈭

24日㈬

10日㈬

23日㈫

5日㈮

16日㈫

10日㈬

23日㈫

4日㈭

17日㈬

3日㈬

16日㈫

1日㈪

4日㈭

10時～11時30分

14時～15時

14時～15時

14時～15時

10時～11時30分

10時～11時30分

10時～11時30分

10時～11時30分

14時～15時

14時～15時

14時～15時

14時～15時

10時～11時30分

10時～11時30分

セブンイレブン
季美の森店

ケーヨーＤ２
大網永田店

主婦の店
大網店

農村環境
改善センター
いずみの里

みどりが丘
自治会館

ショッピング
センター
アミリィ
大網白里市役所
大網病院

　子ども達の取り巻く環境が
変わるこの時期、子どもを狙っ
た犯罪に気をつけてください。
　お父さん、お母さん、「も
う〇年生だから大丈夫」と
油断していませんか。
　不審者から身を守るために
は、幼少期から子ども自身に
「自分の身は自分で守る」方
法を身に付けさせることが大切
です。その一つが「危険から
身を守るための合言葉」です。
　お子さんの行動範囲を一
緒に歩き、危険箇所などを
確認しながら具体例を挙げ、

▲Web版ハザードマップ

防災情報の受信準備はできていますか大網白里市
からの

　市内の各携帯電話会社の端末に
メールが送信されます。 ※登録不要

　防災行政無線の放送を自宅で聞く
ことができます。 ※負担金１万円

　安全対策課消防防災班
 　☎０４７５（７０）０３０３

千葉県 PR
マスコット
キャラクター

ホームページ
〈市ホームページ〉 〈千葉県防災ポータルサイト〉

〈市メール配信サービス〉

〈緊急速報メール（エリアメール）〉

〈「安全対策課」公式X
 （旧ツイッター）〉

〈防災行政無線〉

〈戸別受信機〉

　防災行政無線の放送内容を確認す
ることができます。利用には通信料が
かかります。 ☎０４７５（７２）１０００

〈電話応答サービス〉

〈Ｙａｈｏｏ！
 防災速報アプリ〉

メール SNS

放送 アプリ

▶登録用アドレスを
　読み取ります

▲iOS ▲Android

▶@anzen_os_0303

防災

チーバくん

問

3つの安全行動

頭を守り 動かないまず低く
COVER! HOLD ON!DROP!

▲備蓄品
チェックリスト
（市ホームページ）

・
ベ
ラ
ン
ダ
＝
植
木
鉢
等
を
落
ち

る
危
険
が
あ
る
場
所
に
置
か
な
い

・
ガ
ス
ボ
ン
ベ
＝
鎖
で
固
定
す
る

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
門
柱
＝
基
礎
や

鉄
筋
が
無
い
場
合
は
補
強
し
、
ひ

び
割
れ
が
無
い
か
確
認
す
る

　
安
全
対
策
課
消
防
防
災
班

　☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
０
３

新入学・進級時、子供を犯罪被害から守ろう！
この合言葉を教えましょう。
危険から身を守るための合
言葉「いやです、だめです、
いきません」です。
〈しつこく話しかけてくる人に
会ったらしっかり断りましょう〉
「いやです」名前や家を教え
て・一緒に遊ぼう・一緒に
子ネコを探して
「だめです」写真を撮らせて・
ちょっと髪をさわらせて
「いきません」一緒に公園に
行こう・〇〇駅まで案内して
　 東金警察署
　 ☎０４７５（５４）０１１０

№684 2024.4.17

◀市民活動災害補償制度
（市ホームページ）

　
女
性
も
入
団
で
き
、
本
市
で
も

７
人
の
女
性
消
防
団
員
が
救
命
講

習
の
指
導
補
助
や
防
火
広
報
活
動

な
ど
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
入
団
の
資
格
は
？

Ａ
．
18
歳
以
上
60
歳
未
満
で
市
内

在
住
か
在
勤
の
健
康
な
方
な
ら
入

団
で
き
ま
す
。

〈
消
防
団
員
へ
の
制
度
〉

▼
報
酬
の
支
給

　
一
定
の
報
酬
や
、災
害
対
応
・
訓

練
の
参
加
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
退
職
報
償
金
制
度

　
５
年
以
上
勤
務
す
る
と
、
勤
務

　
市
消
防
団
で
は
、
消
防
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
消
防
団
は「
自

ら
の
地
域
は
自
ら
で
守
る
」
と
い

う
精
神
に
基
づ
き
災
害
か
ら
地
域

を
守
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ

ん
の
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

〈
消
防
団
の
こ
と
を
も
っ
と
教
え
て
〉

Ｑ
．
消
防
団
っ
て
何
？

Ａ
．
消
防
署
と
共
に
火
災
や
災
害

へ
の
対
応
、
予
防
啓
発
活
動
を
行

う
組
織
で
す
。
消
火
活
動
は
も
ち

ろ
ん
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
大
規

模
災
害
時
の
警
戒
巡
視
、
避
難
誘

導
、救
助・救
出
な
ど
を
行
い
ま
す
。

消
防
団
に
入
団
し
て

　
　ま
ち
を
守
り
ま
せ
ん
か

問

問

問

ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
ま
す
。

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
住
民
協
働
事
業
成
果
報
告
会

　
令
和
５
年
度
に
住
民
協
働
事
業

を
実
施
し
た
団
体
に
よ
る
成
果
報

告
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
自
由
に
傍
聴
が
で
き
ま
す
の
で
、

希
望
者
は
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

申
し
込
み
不
要

▼
日
時
＝
４
月
24
日
㈬
10
時
〜

▼
会
場
＝
保
健
文
化
セ
ン
タ
ー
３

階
ホ
ー
ル

◇
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が
利

用
で
き
ま
す

　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

市
民
活
動
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、

市
民
活
動
に
興
味
が
あ
る
方
と
行

◇
令
和
６
年
度
実
施
　
住
民
協
働

事
業
が
ス
タ
ー
ト

　
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
市
が
、
お

互
い
の
特
性
を
生
か
し
て
明
確
な

役
割
分
担
と
責
任
の
も
と
、
対
等

な
立
場
で
協
力
し
な
が
ら
公
共
的

課
題
に
取
り
組
む
事
業
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
採
択
さ
れ
た
団
体
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
事
業
名
（
団
体
名
）＝
地
域
情

報
サ
イ
ト
の
運
用
と
活
用
に
よ
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業

（
地
域
情
報
デ
ジ
タ
ル
化
普
及
実

行
委
員
会
）

　
事
業
の
活
動
状
況
や
参
加
者
の

募
集
は
、
市
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
通
信

市消防団新団長に小倉光夫氏が就任
　消防団は、本業を持ちな
がら、災害時には市民の安
全を守るなど地域に根ざし
て活動しています。
　これまで消防団長として
手腕を発揮された中野修氏
に代わり、４月１日から、小
倉光夫氏（南横川）が新
団長として就任されました。
　小倉氏は、平成 30年から副団長として団長を補佐
してきた経験を生かし、郷土愛護の精神と強い責任感
のもと、団本部をはじめ、各分団の指揮に当たります。
　 安全対策課消防防災班
　 ☎０４７５（７０）０３０３

自治会・ボランティア活動等に対する
補償制度を開始しました

　市では、市民の皆さんが安心して市民活
動を行うことができるよう、市民活動中の万
が一の事故に備えるため「市民活動災害補
償制度」を導入しました。
　この制度は、市が保険料を負担し運営す
るもので、直接活動に参加した方や、指導
者として運営に従事した方などに損害賠償責
任補償、傷害補償、特定疾病補償が適用さ
れます。保険料は市が全額を負担しますの
で、支払う必要はありません。事前登録は
必要ありませんが、活動の目的や趣旨を明
確化しているもの（規約・会則・事業計画
書など）を定め、名簿（住所・氏名・生年
月日必須）が必要です。必ず事前準備をお
願いします。
▶対象になる活動＝市内に活動の拠点を置
く団体が、無報酬（実費弁償程度を含む）
で自主的かつ計画的に行う公益性のある活
動（広く人々や地域・社会のために行われ
る活動）および公益性のある市主催行事等。
※別表（例）のとおり
▶補償対象
①損害賠償責任事故＝市民団体および市民
団体の構成員

問

問

年
数
と
階
級
に
応
じ
た
額
が
退
職

時
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
消
防
団
員
等
福
祉
共
済
制
度

　
負
傷
に
よ
る
入
院
費
用
の
補
償

や
、
死
亡
時
の
遺
族
援
護
金
等
の

支
給
制
度
で
す
。

▼
公
務
災
害
補
償
制
度

　
消
防
活
動
で
怪
我
や
病
気
、
死

亡
し
た
場
合
の
治
療
費
の
補
償
、

休
業
補
償
、遺
族
補
償
の
制
度
で
す
。

　
安
全
対
策
課
消
防
防
災
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
０
３

政
や
他
の
団
体
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ

役
で
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民

活
動
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
、
団
体
に
活
動
ス
ペ
ー
ス
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
央
公
民
館
と
地
域
づ

く
り
課
前
に
、
活
動
団
体
用
の
広

報
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
、
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
・
チ
ラ
シ
の
配
架
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　
地
域
づ
く
り
課
市
民
協
働
推
進
班

　☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
４
２

　学生の方で所得が少ないことによ
り、保険料を納めることが困難なと
きは学生納付特例を申請することが
できます。前年所得などを審査し承
認されると、保険料の納付が猶予さ
れます。
　承認された期間の保険料は、10
年以内であれば、さかのぼって納め
ることができます。
▶対象
　大学（大学院）、短期大学、高等
学校、高等専門学校、専修学校およ
び各種学校に在学する20歳以上の方
※国内に住所を置いたまま留学され
　ている方は、問い合わせください。
▶所得基準（申請者本人のみ）
　128万円+（扶養親族の数×38
万円）＋社会保険料控除等
※所得基準を超えていても退職を考
　慮した審査を受けられる場合があ
　ります。ただし、雇用保険被保
　険者離職票等の添付が必要です。
▶必要書類
・基礎年金番号がわかるもの

・学生証（表裏のコピー）または在
学証明書（原本）
・身分確認できるもの（免許証・マ
イナンバーカード等）
▶学生納付特例の承認期間
　４月（または20歳到達日が属する
月）から年度末（３月末）
▶申請先
　住民登録をしている役所または年
金事務所
※申請手続きは毎年必要です。
※令和５年度に学生納付特例が承
　認され、日本年金機構からはがき
　形式の学生納付特例申請書が郵
　送された方は、必要事項を記入し、返
　送することにより申請ができます。
　また、マイナポータルを利用した
電子申請も可能です。
　詳細は日本年金機構ホームページ
をご確認ください。
　 千葉年金事務所
　 ☎043（242）6320
　 市民課高齢者医療年金班
　 ☎0475（70）0336

学生納付特例制度ね ん き ん ナ ビ

問

　令和５年度消防関係定例表彰におい

て、本市消防団員から、これまでの功

績が顕著な次の方々 が受賞されました。

▶千葉県知事永年勤続功労章
　小倉　光夫氏（副団長）

　吉田　崇亜氏（副団長）

▶日本消防協会長功績章
　齊藤　正貴氏（副団長）

　 安全対策課消防防災班
　 ☎０４７５(７０)０３０３

令和５年度
消防関係定例表彰

②傷害事故または特定疾病事故＝市民団体
の構成員および参加者
※市民活動のサービスの受益者、単なる来
　場者・観覧者等は対象となりません。
▶制度開始日＝4 月1日㈪～（令和 6 年 3
月31日以前に発生した事故は対象外）
◇事故が発生したら
　活動中に事故が発生した場合は、団体の
代表者等は、速やかに地域づくり課へご連
絡ください。その後、事故報告書等をご提
出いただき、手続き開始となります。
　この補償制度は、市民活動におけるすべ
ての事故を補償の対象とするものではありま
せん。不特定多数の方が参加するイベント
等を実施する場合は、民間の行事保険等へ
の加入をお勧めします。
　補償額等、その他の詳細は市ホームペー
ジをご覧ください。
　 地域づくり課市民協働推進班
　 ☎０４７５(７０)０３４２

市民活動の区分 市民活動の例
●別表（例）

社会福祉活動

社会教育活動

青少年健全育成活動

市主催事業活動

○区の活動　○防犯・防災（大規模災害時を除く）活動
○清掃活動（道路、河川、公園、その他公共施設）
○リサイクル活動　など
○スポーツの指導
○文化活動の指導　など

○在宅高齢者・障がい者の見回り　○ホームヘルプ　○手話通訳
○就労・社会復帰のための援護活動　など

○子ども会
○非行防止パトロール　など

○市が主催または共催する事業の運営ボランティア
○市主催の講座・講演会等の手伝い　など

地域社会活動


